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夏に咲く雪 美郷雪華
み　　さと　せっ　　か

秋田県美郷町イメージキャラクター

清水の妖精。2004年11月１日生まれ。
背中に羽があるがまだ飛べない。
【性格】人前に出るのが好き。ロマンチスト。
【特技】変身（うれしいことがあると表情が変わる）
【 夢 】友達がたくさんほしい。空を飛びたい。
【好きな物】ニテコサイダー、流しソーメン。

美郷のミズモ（公式）Twitter

美郷町公式Facebook
「美郷のミズモ」

美郷町
ホームページ
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郷
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な
る
ま
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と
も
に
つ
く
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未
来
の
美
郷

表紙photo ホワイトラベンダー「美郷雪華」は、東北でも有数の規模を誇る秋田県美郷町ラベンダー園で発見されました。平成25年に品種登録され、美郷町がラベンダーの
オリジナル品種を保有することになりました。香りはラベンダー特有の爽やかさを有しながら、優しい甘さを感じることができます。『美郷町の初夏に美しい雪の
結晶（雪華）が見られるように』との思いから名づけられた「美郷雪華」です。
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位置

地勢

気候

歴史

産業

　県の南部、仙北平野南東部に位置し、東は
奥羽山脈を境に岩手県、南は横手市、西およ
び北は大仙市にそれぞれ接しています。

大仙市

秋田市
岩手県

青森県

宮城県山形県

横手市

奥
羽
山
脈

美郷町

　総面積は 168.32 ㎢で、東西に 14 ㎞、南北に 20 ㎞の広がりをもっています。町西部は標高 40ｍから50ｍの
扇状地の先端部にあって、肥沃な土壌と豊富な水資源に恵まれた地域です。

　比較的温暖で、夏は高温多湿、冬は降雪が続き寒暖の差が大きいという特徴をもっています。冬期間の積雪
は平均で平野部が 150cm前後、山間部では 200cm前後に達します。

　稲作を中心とした農業が基幹産業で、県内でも有数の穀倉地帯を形成しています。また、野菜、果樹、花き、
畜産との複合経営も推進しています。しかし、第１次産業と第２次産業の就業者の割合は減少し、第３次産業
の就業者の割合が年々増加しており、就業構造に大きな変化がみられます。

　本町の歴史は古く、六郷地区の石名館遺跡、千畑地区の一丈木遺跡、仙南地区の飯詰竪穴群などから縄文
時代の土器や石器、住居跡が見つかっています。平安時代には、律令国家が本州北部の拠点として仙北平野中
心部の真山、長森に払田柵を設置しました。11 世紀には後三年合戦があり、この古戦場が仙南地区の山本に
ある西沼であるとされています。鎌倉時代から戦国時代にかけては六郷氏、本堂氏等が約 400 年間この地域
を支配し、江戸時代には佐竹藩の治下となり、六郷地区は地域の行政・経済の中核として、千畑地区および仙
南地区は秋田を代表する穀倉地として栄えました。明治時代になり、明治 22 年町村制施行とともに千屋村、畑
屋村が誕生し、昭和 30 年３月に千屋村と畑屋村の２村が合併して千畑村となり、昭和 61 年３月に町制の施
行により千畑町になりました。六郷町は、明治 24 年７月に町制を施行し、昭和 31 年３月に当時の町村合併推
進法のもと、旧千畑村鑓田地区の一部を編入しました。仙南村は、明治 22 年の町村制の施行により金沢西根
村、飯詰村がそれぞれ発足、昭和 31 年９月に飯詰村と金沢西根村が合併して仙南村となり、昭和 33 年 4月に
横手市金沢地区の一部が分市合併しました。そして、平成の大合併による秋田県第１号として、平成 16 年 11
月１日に千畑町、六郷町、仙南村の２町１村が合併して美郷町が誕生しました。
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リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

　
美
郷
町
の
初
夏
を
彩
る
町
の
花
『
ラ
ベ
ン

ダ
ー
』。
６
月
上
旬
か
ら
色
付
き
は
じ
め
、
美

郷
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
あ
る
「
美
郷
雪
華
」

を
は
じ
め
と
し
た
お
よ
そ
２
万
株
の
花
が
園
内

を
覆
い
尽
く
し
ま
す
。

　
標
高
１
，０
５
９
メ
ー
ト
ル
の
真
昼

岳
を
中
心
と
し
た
真
木
真
昼
県
立
自
然

公
園
は
県
内
で
も
有
数
の
高
山
植
物
群

や
ブ
ナ
原
生
林
が
あ
り
、
多
く
の
登
山

客
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

【ラベンダーまつり】6月中旬～7月上旬頃

ラベンダー園全体 2ha
（うち：美郷雪華 5,600 株、33％）

白
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー

み
　
　
さ
と
　
　せ
っ
　
　
か

美
郷
雪
華

　
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ベ
ン
ダ
ー
「
美
郷
雪
華
」

誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
17
年
６
月

ま
で
遡
り
ま
す
。
美
郷
町
ラ
ベ
ン
ダ
ー

園
内
の
「
サ
キ
ガ
ケ
」
と
い
う
品
種
の

一
部
に
白
っ
ぽ
い
花
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
白
っ
ぽ
い
花
に
「
差
し
穂
」

と
い
う
手
法
を
用
い
て
株
の
増
殖
を
試

み
た
と
こ
ろ
、
白
色
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が

花
を
咲
か
せ
、
２
カ
年
に
わ
た
る
そ
の

後
の
調
査
で
も
、
品
種
と
し
て
安
定
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

Misato Lavender Garden
大
台
野
広
場

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
、グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
、大
型
遊

具
な
ど
ご
家
族
で
楽

し
め
ま
す
。

雁
の
里

山
本
公
園

　
温
泉
、キ
ャ
ン
プ
場
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
、パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
、ス
キ
ー
場

を
備
え
た
公
園
で
す
。

　
強
ア
ル
カ
リ
性
で
カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
量
は
全

国
屈
指
の
天
然
温
泉
で
す
。コ
テ
ー
ジ
の
他
、周

辺
に
は
農
産
物
直
売
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

後
三
年
合
戦
跡
地
を
眺
め
な
が
ら
の
全
身

浴
を
は
じ
め
、打
た
せ
湯
、寝
湯
、歩
行
湯
、サ

ウ
ナ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
温
泉
が
楽
し
め
ま
す
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
た
く
つ
ろ
ぎ
の
湯
。

25
m
温
水
プ
ー
ル
と
全
天
候
型
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
隣
接
し
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
。

千
畑
温
泉

サ
ン・ア
ー
ル

六
郷
温
泉

あ
っ
た
か
山

湯
と
ぴ
あ

雁
の
里
温
泉

郷

ま
る

の
温
泉

つ

３
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真木真昼県立自然公園

美郷町ラベンダー園

温

美

Lavender Festival : from the middle of June to the early of July

Rokugo Spa Attakayama
This hot spring has some of the largest amounts
of calcium in Japan. There is a farmer’s market,
holiday log cottage for rental, and other facilities 
around the area.

Yutopia Karinosato Spa
You can enjoy various kind of hot springs with a view
of battle site of the ancient Gosannen war.

Senhata  Sun A-ru Spa
This facility has hot springs, 
a 25 m heated indoor pool
and tennis courts. You can refresh 
yourself here.

Misato Town is famous for lavender.
This park is full of beautiful lavender flowers, starting
from the beginning middle of June. Here, you can see a great view of the garden,
carpeted with about 20,000 lavender flowers.
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遊

水
森

べ
る

の

清
水

清
水
の
郷

清
水
川

　
清
水
の
郷
・
秋
田
県
美
郷
町
。
町
内
に
は

１
１
４
カ
所
も
の
湧
水
が
確
認
さ
れ
、「
名
水

百
選
」、「
水
の
郷
百
選
」、「
水
源
の
森
百
選
」

に
選
定
さ
れ
た
水
の
豊
か
な
町
で
す
。
今
も

日
々
の
暮
ら
し
・
生
活
に
密
着
し
た
清
水
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
七
滝
山
は
、
美
郷
町
の
東
方
部
、
奥
羽
山
系
の
標
高

２
０
０
〜
７
０
０
m
に
あ
っ
て
、
縦
2.6
㎞
横
1.5
㎞
で
木

の
葉
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
の

ほ
か
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ト
チ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
広

葉
樹
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
に
「
美
郷
町
水
環
境
保
全
条
例
」
を
制
定

し
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
七
滝
「
水
の
森
」
保
全
・

活
用
構
想
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

し
ず
か
わ

お
だ
い
ど
こ
ろ

ト
ミ
ヨ
属
雄
物
型

（
通
称
ハ
リ
ザ
ッ
コ
）

　
数
あ
る
清
水
の
中
に
は
、氷
河
期
の

生
き
残
り「
ト
ミ
ヨ
属
雄
物
型（
通
称

ハ
リ
ザ
ッ
コ
）」が
生
息
し
て
い
ま
す
。

水
温
が
年
間
を
通
し
て
15
℃
前
後
の

き
れ
い
な
湧
き
水
に
住
む
、学
術
的
に

も
貴
重
な
淡
水
魚
で
す
。

水
遊
び
は
こ
ど
も
の

美
郷
町
の
大
地
を
う
る
お
し
�

そ
の
水
源
の
山
と
し
て
明
治
以
前
か
ら
守
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
七
滝
山
�

心
の
成
長
を
大
き
く

し
て
く
れ
ま
す
�

　
こ
こ
は
、
祖
父
清
水
、
祖

母
清
水
と
い
う
二
つ
の
清
水

か
ら
流
れ
が
始
ま
り
、
小
川

を
形
成
し
て
い
る
と
て
も
珍

し
い
清
水
で
す
。
と
て
も
浅

く
、
遊
歩
道
の
整
備
を
し
て

い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
も

安
全
に
散
策
で
き
る
遊
び
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

御
台
所
清
水

ニ
テ
コ
清
水

　
そ
の
昔
、鷹
狩
り
に
い
ら
し
た

秋
田
藩
主
佐
竹
の
殿
様
が
利
用

し
た
御
旅
館
が
こ
の
近
く
に
あ

り
、こ
こ
の
水
を
料
理
用
に
使
わ

れ
た
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

明
治
天
皇
御
巡
幸
の
際
、こ

の
水
を
差
し
上
げ
た
こ
と
か
ら

「
御
膳
水
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

祖
父
清
水

祖
母
清
水
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あ
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ま
ち

さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
水
�

七
滝
山

七滝「水の森」植樹事業

林道「七滝山線」の整備

清
水
は
癒
さ
れ
る
ミ
ズ

き
も
ち
い
い
ミ
ズ
よ
ー

Welcome to the Town of 
Pure Springs
There are 114 pure water springs all over town.
They have been chosen as some of the Best Water in Japan. 
Even now, these waters are used for daily life. You can feel the blessings of 
nature from season to season. And now, 
here are some of the attractions of Misato Town.



78

願
い
よ
届
け

【六郷のカマクラ行事】
2月中旬の5日間開催
「竹うち」は最終日

六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
行
事

　
七
百
年
余
り
続
く
小
正
月
行
事
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ

る
「
竹
う
ち
」
は
、
町
を
南
北
二
軍
に
わ
け
、
七
〜
八
メ
ー

ト
ル
も
の
青
竹
で
打
ち
合
う
も
の
で
、北
軍
が
勝
て
ば
豊
作
、

南
軍
が
勝
て
ば
米
価
が
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
竹
う

ち
の
合
間
に
は
願
い
を
込
め
た
五
色
の
短
冊
帯
「
天
筆
」
を

正
月
の
し
め
飾
り
や
門
松
と
共
に
燃
や
し
無
病
息
災
・
家
内

安
全
を
祈
願
す
る
天
筆
焼
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー

ま
つ
り

　
飲
食
店
の
出
店
や
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り
体
験
、

園
内
を
一
周
す
る
こ
ぐ
ま

ち
ゃ
ん
号
な
ど
が
運
営
さ

れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
短
冊

や
笹
竹
で
思
い
思
い
に

飾
っ
た
小
舟
を
引
き
、
御

伊
勢
堂
川
を
練
り
歩
く
、

清
ら
か
な
水
音
と
ゆ
ら
め

く
光
り
が
幻
想
的
な
七
夕

行
事
で
す
。

舟
ッ
コ
流
し

全
県
か
け
唄
大
会

「
仙
北
荷
方
節
」
に
即
興
で

詩
を
の
せ
、
二
人
一
組
で
掛

け
合
い
ま
す
。
旬
の
話
題
が

取
り
こ
ま
れ
た
絶
妙
な
掛
け

合
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

フ
ァ
ン
も
多
い
大
会
で
す
。

美
郷
フ
ェ
ス
タ

民
謡 

長
者
の
山

全
国
大
会

　
先
人
の
日
々
の
暮
ら
し
の

中
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
た
祝
い

唄
で
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
財
産
で

あ
る
こ
の
民
謡
を
共
に
唄

い
、
正
し
く
継
承
、
普
及
し

て
い
こ
う
と
平
成
３
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

せ
ん
ぼ
く
に　
か
た
ぶ
し

　

美
郷
町
全
町
を
あ
げ
て
の
秋
祭
り
。農
産
物

の
品
評
会
を
行
う
農
産
展
や
園
児
・
小
学
生
、一

般
町
民
の
作
品
展
ま
で
町
内
の
幅
広
い
年
代
の

展
示
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
催
し
物・イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
沢
山
で
す
。美
郷
町
の
名
物
に
も
な
っ

た
ま
ち
び
と
劇
団「
ゼ
ン
マ
イ
座
」の
公
演
を
楽

し
み
に
来
場
さ
れ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

8月第1土曜日（六郷地区）8月第1日曜日（御伊勢堂川）

8月23日（熊野神社境内）１０月中旬

Town Guide of MisatoTown Guide of Misato

賑
わ
い

し
と

癒
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国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

Kamakura Event in Rokugo
5 days in mid-February
Takeuchi starts on the last day

National Important Intangible
Folk Cultural Property
Kamakura Event 
in Rokugo
The Takeuchi festival is a traditional event 
in the Rokugo area in Misato Town and is 
said to have continued for about 700 years. 
Every year on February 15, the townspeople 
divide themselves into Team North and 
Team South. They are equipped with 
20-foot long bamboo poles which they use 
to hit members of the opposing team. This 
festival is also known as the Bamboo Battle.
It is said that if the Team North wins, the 
harvest of rice will be good or if the Team 
South wins, the price of rice will rise.
Between an interval of the battle, the 
townspeople pray for household health 
and safety by burning 5 colored paper 
wrote down their wishes with “Shime-Ka-
zari” and “Kado-Matsu”.

Lavender Festival

Mid-June to Early July

Funekko-Nagashi
Festival

First Sunday in August
（Oisedo River in Rokugo Area）

Food and drink stands, lavender 
picking experience, and  
Koguma-chan bus that goes 
around the park.

Local children parade and tow many 
decorated small boats in Oisedo river. 
The sound of the flowing water and 
many flickering lights make it a fantastic 
Tanabata festival.

Kakeuta ContestFolk Song Choja no Yama
　　National Contest

August 23
 (Kumano Shrine in Rokugo Area)

Mid-October

Participants in pairs sing with 
improvise and witty lyrics on the 
Senboku-Nikata tune.
These amusing duets and topical 
issue are big hits within the fans.

It is the celebratory song 
originating from the daily 
lifestyles of our ancestors, and 
has been popular since ancient 
times. This contest has been held 
since 1991 to sing and preserve 
these folk songs together.

Misato
Festival
Harvest and cultural 
festival in autumn 
every year.
There are various 
events of agricultural 
products and artwork 
by townspeople, as 
well as a stage 
performance by local 
drama group, etc.
It is one of the biggest 
events in Misato Town.

６月中旬～７月上旬
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～美郷雪華コレクション～～美郷雪華コレクション～

道の駅美郷

　秋田でも有数の米どころの美郷町。丹精込めて育て
られた、安心安全な美郷産米は、友好都市の東京都大
田区をはじめ、さまざまなところで販売されています。

　ニテコ清水を使った人気の
「流しソーメン」。円卓を囲ん
での流しソーメンです。

　外はサクッ、中はもっち
りとした甘さひかえめの
「おから」を使ったヘルシ
ーなドーナツです。

　ホワイトラベンダー「美郷雪華」から真空
低温抽出法で抽出したフローラルウォー
ターを使用したルームフレグランスです。美
郷雪華の華やかで優しく可憐な香りに包ま
れ、落ち着いた癒しの空間を生み出します。

　ご飯やお酒との相性が抜群の「漬物」
です。大根を燻した定番の「いぶり大根漬
け」や、茄子にもち米を詰めた見た目も美
しい「花ずし」など、種類も豊富です。

　外観はガラス張りで中の休憩スペースから田園風景を一
望でき、内装、商品棚には県産木材をふんだんに使用した施
設。新鮮な野菜、お米をはじめ、漬物、お菓子、地酒、地サイ
ダー、味噌醤油、あけびづる細工などさまざまな特産品を取
り揃えています。お米のおいしさを認識してもらえるようご飯
がすすむ土産品も多く、レストランでは町と連携協定を結ん
でいる日本航空（株）国際線機内食シェフが監修した釜炊き
ご飯に合うメニューを提供しています。同じく町と連携協定
を結んでいるアウトドア用品のモンベル秋田美郷店も隣にあ
ります。

　名水百選「ニテコ清水」から生まれ
た地サイダーです。ほんのりとした甘
さと優しい炭酸が好評です。

　奥羽山麓で大切に育てられた
黒毛和牛と地元の食材をふんだ
んに使った「まぜご飯」です。

Room fragrance using floral water extracted from 
white lavender "Misato sekka" by vacuum low 
temperature extraction method. It is surrounded in a 
gorgeous, gentle and pretty aroma of Misato sekka, 
and creating a calm healing space.

This Japanese pickles are good compatibility 
with rice and sake.
There is a good selection of “Iburi Daikon 
Pickles” that smoked daikon radish pickles and “
Hanazushi” that packed sweet rice in eggplant 
with beautiful flower, etc.

It is a soda pop born from Japanese 100 
famous water "Niteco Shimizu".
A slightly sweet flavor and just right 
sparkling gas are popular.

This is mixed rice named “Misato Manma” 
which used Wagyu beef raised in the Ouu 
Mountain and local ingredients.

ニテコサイダー

美郷の漬物

美郷まんま

美郷雪華
ルームフレグランス

　町オリジナル品種のホワイトラベンダー「美郷雪華」から採取した酵母は、平成２６年８月に「美郷雪華酵母」
として商標登録され、「美郷雪華コレクション」として、さまざまな商品に活用されています。

美郷雪華
パウンドケーキ

美郷雪華味噌

美郷雪華
こまちさぶれ

おから
ドーナツ

美郷雪華 Blue Abyss 美郷雪華

ニテコ
流しソーメン

Misato town is one of the rich rice producing area in Akita.
Misato Mai is being sold in various places in Japan, including Ota City 
in Tokyo, the friend city with Misato Town.

美郷米
日本を代表する米品種

「あきたこまち」、新品種「サキホコレ」

Misato Mai Rice

Misato Tsukemono Pickles

Niteko Soda Pop

Misato Manma beef bowl

Okara Donuts

Niteko
Nagashi Somen Noodles

　醤油ベースの「厳選和風だし」
に揚げ玉をのせた、懐かしい味わ
いの中華そば。昭和４０年代美
郷町の学生に大人気だったメニ
ューの復刻版です。
This Chinese noodles based on soy sauce 
and Japanese style broth with nostalgic 
taste that put Tempura flakes.
It is a reprinted version of the menu that was 
popular among students in Misato Town 
around 1970's.

美郷たぬ中
Misato Tanuchu Noodles

美郷 恵 味の み わ てを つ

This noodles served with flowing 
Niteko Spring Water.
You can catch the noodles
with your chopsticks,
dip them in a cup of sauce and eat.

This donut made from soy pulp.
It’s low calorie.

Room fragrance “Misato Sekka”

Misato Sekka Sake - Blue Abyss Misato Sekka Sake 
美郷雪華

Misato Sekka Sake 

Misato Sekka Miso

Misato Sekka 
Pound Cake

Misato Sekka 
Komachi Sabure

いぶ

Town Guide of MisatoTown Guide of Misato

賑
わ
い

し
と

癒

が
あ
る
ま
ち

美郷町観光情報センター
　「道の駅美郷」内にあり、「美郷町まちナビ
カード」を設置し、おすすめ観光スポットや飲食
店、温泉などの情報を紹介しています。カードは
無料でもらうことができ、提示すると割引などの
サービスが受けられる店もあります。

純米大吟醸
Junmai Daiginjo

純米大吟醸
Junmai Daiginjo

純米吟醸
Junmai Ginjo
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『
ワ
ク
ア
ス
』
に
は
湧
水
が
湧

く（
わ
く
）に
、明
日
の
あ
す（
ア
ス
）

を
結
び
、
清
水
が
湧
く
美
郷
町
の

未
来
（
明
日
）
に
意
欲
が
湧
く
、

私
た
ち
＝
Ｕ
Ｓ（
明
日
）
の
宿
泊

交
流
館
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
秋
田
国
体
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
や
タ
イ
王
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
合
宿
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
国
内
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
環
境

を
備
え
た
総
合
体
育
館
で
す
。
６

０
０
を
超
え
る
観
客
席
と
２
２
０

台
の
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、
大
規

模
な
大
会
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
生
薬
の
里　
美
郷
」
の
シ
ン
ボ
ル
拠
点
と
し
て
開
園
し

ま
し
た
。
５１
種
類
の
薬
樹
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
内
に

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

増
進
面
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Town Guide of MisatoTown Guide of Misato
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ま
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美
郷
町
宿
泊
交
流
館

ワ
ク
ア
ス

薬
樹
の
森
健
康
公
園

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
人
工
芝
の
屋
内
運
動
場
で
す
。

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
一
年
中
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 美

郷
町

屋
内
ス
ポ
ー
ツ
館

美
郷
町
自
転
車
競
技
場 美

郷
町
総
合
体
育
館

リ
リ
オ
ス

洋室４室
（２人部屋×１、３人部屋×３）

和室１０室
（４人部屋×１０）

全室ユニットバス付き

エントランスホール アリーナ トレーニングルーム

　
25
m
プ
ー
ル

や
ミ
ニ
滑
り

台
、
人
工
滝
が

あ
る
キ
ッ
ズ

プ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
も
安

全
で
楽
し
め
る

プ
ー
ル
で
す
。

プ
ー
ル
パ
ー
ク
み
さ
と

　
県
内
唯
一
の
自
転
車
競
技
場
で
す
。
平
成

19
年
に
は
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
自
転
車
競
技

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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美
郷
町
は
、２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
際
し
、秋
田

県
と
と
も
に「
タ
イ
王
国
」の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録

（
平
成
28
年
１
月
26
日
）を
受

け
、タ
イ
王
国
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
と
も
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
事
前
合
意（
平
成

29
年
７
月
25
日
）を
交
わ
し
ま

し
た
。そ
の
後
、タ
イ
王
国
ノ
ン

タ
ブ
リ
ー
県
第
一
初
等
教
育

局
と
美
郷
町
教
育
委
員
会
と

の
間
で「
教
育
交
流
協
定
」を

締
結（
平
成
30
年
２
月
６
日
）

し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、事
前
合
宿
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、同
国
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
を
通
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
交
流
や
中
学
生
の
相

互
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
秋
田
大
学
と
は
、平
成
23
年
５
月
に「
連

携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。こ
の
協
定
は
、

町
の
資
源
を
活
用
し
た
相
互
協
力
等
に
よ

り
、教
育
・
芸
術
・
産
業
の
振
興
お
よ
び
健

康
づ
く
り
の
推
進
、地
域
社
会
の
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。健
康
増

進
を
目
的
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
開

催
、大
学
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
等

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

秋
田
県
立
大
学
と
は
、平
成
24
年
２
月

に「
連
携
協
力
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
資
源
や

情
報
、研
究
成
果
等
を
活
用
し
た
相
互
協

力
等
に
よ
り
、地
域
産
業
の
活
性
化
や
地

域
社
会
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。町
内
を
会
場
と
し
た
県
立
大
学

生
の
地
域
研
修
等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

国
際
教
養
大
学
と
は
、平
成
24
年
12
月

に「
連
携
協
力
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
資
源
や

機
能
等
を
活
用
し
た
相
互
交
流
等
に
よ

り
、異
文
化
理
解
を
含
む
国
際
交
流
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。留
学
生
と
町
内
認
定
こ
ど
も
園
の

園
児
お
よ
び
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
と

の
交
流
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、同
月
に
は
中
富
良
野

町
の
木
佐
町
長（
当
時
）が
本

町
を
訪
れ
、同
町
で
育
っ
た
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
苗
１
５
０
株
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。平

成
27
年
５
月
に
は「
連
携
協
力

協
定
」を
締
結
し
、以
来
、毎
年

お
互
い
の
町
で
育
っ
た
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
苗
を
交
換
し
て
い
ま

す
。い
た
だ
い
た
苗
は
、美
郷
町

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
に
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

両
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」が
き
っ
か
け
で

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。平
成

26
年
５
月
に
は
、松
田
町
長
が

中
富
良
野
町
を
訪
問
し
、美
郷

雪
華
の
苗
１
５
０
株
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

那
珂
川
町（
旧
小
川
町
）と
美
郷
町（
旧
仙

南
村
）の
交
流
は
、面
積
が
同
じ
こ
と
や
基
幹

産
業
が
稲
作
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
か
ら
平

成
２
年
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。中
学
生
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
、和
太
鼓
を
通
じ
て
交
流
を

重
ね
、平
成
27
年
６
月
に
防
災
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。以
後
、イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
相
互

訪
問
を
行
う
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
大
田
区
内
の
西
六
郷
少
年
少
女
合
唱
団
が

旧
六
郷
町
の
六
郷
小
学
校
を
訪
れ
、演
奏
会
を
開
い
た
こ
と

か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、互
い
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
を
通
じ
て
人
的・

物
的
交
流
を
深
め
、平
成
８
年
４
月
に
は
大
田
区
と
旧
六

郷
町
と
が「
防
災
協
定
」を
、平
成
17
年
11
月
に
は
美
郷
町

と
し
て「
友
好
都
市
提
携
」と「
防
災
協
定
」を
締
結
し
ま
し

た
。

　

現
在
で
は
大
田
区

最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
Ｏ

Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
」へ
の
出
店
を
は
じ

め
と
す
る
多
様
な
機

会
を
通
じ
て
、同
じ

「
六
郷
」と
い
う
地
名

が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ

た
交
流
を
深
化
さ
せ

て
い
ま
す
。

　
お
互
い
の
友
好
都
市
で
あ
る
東
京
都
大
田

区
が
取
り
持
つ
縁
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始

ま
り
、平
成
23
年
10
月
に
防
災
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。平
成
25
年
２
月
に
は
、美
郷
町
、

東
御
市
の
関
係
者
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

を
訪
問
し
、災
害
時
の
対
応
に

関
す
る
情
報
交
換
や
、商
工
業

分
野
で
の
協
力
体
制
に
関
す
る

協
議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。以

後
、イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
相
互

訪
問
を
行
う
な
ど
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

タイ王国

秋田県
美郷町

東京生薬協会
公益社団法人

東京都大田区

長野県東御市
とう み し

おお た く

北海道中富良野町
なか ふ ら の ちょう

栃木県那珂川町
な か がわ まち

東京都大田区

北海道中富良野町

長野県東御市 栃木県那珂川町

秋田大学

国際教養大学
秋田県立大学

美
郷
町
と
交
流
・
連
携
協
力
し
て

い
る
企
業
・
自
治
体
・
大
学

北
海
道
中
富
良
野
町

タ
イ
王
国

秋
田
大
学

秋
田
県
立
大
学

国
際
教
養
大
学

栃
木
県
那
珂
川
町

長
野
県
東
御
市

東
京
都
大
田
区

地
名﹁
六
郷
﹂を
き
っ
か
け
に

﹁
友
好
都
市
提
携
﹂と﹁
防
災
協
定
﹂を
締
結

友
好
都
市
・
大
田
区
が
取
り
持
つ
縁

を
き
っ
か
け
に﹁
防
災
協
定
﹂を
締
結

▲2021年タイ王国への応援横断幕お披露目

▲2018年タイ王国アニュラチャプラシットスクールとの交流▲2018年タイ王国アニュラチャプラシットスクールとの交流

Town Guide of MisatoTown Guide of Misato

が
あ
る

つ
な
が
り

ま
ち
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東京生薬協会
公益社団法人 ﹁

生
薬
の
里 

美
郷
﹂

構
想
の
取
り
組
み

～
龍
角
散
・
東
京
生
薬
協
会
・
山
崎
帝
國
堂
～
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が あるつながり まち

日
本
航
空
株
式
会
社

株
式
会
社
龍
角
散

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

　
大
手
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
㈱

と
、そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
資
源
や
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
力
を
活

用
し
て
、教
育
・
文
化
・
健
康
増
進
・ま
ち
づ
く
り
等
の
分

野
で
連
携
を
図
り
、地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
30
年
12
月
に
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
や
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
の
ほ
か
、ヨ
ネ
ッ
ク
ス
㈱
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
や
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
を
連
携
し

て
開
催
し
、町
民
の
健
康
増
進
と
小
中
学
生
の
競
技
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ゴ
ホ
ン
！
と
い
え
ば
龍
角
散
」で
お
な
じ
み
の
㈱
龍
角

散
と
、歴
史
的
な
縁（
ゆ
か
り
）を
も
と
に
相
互
に
連
携

し
、協
働
に
よ
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、町
の
地

域
社
会
の
活
性
化
と
龍
角
散
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
25
年
２
月

に
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
町
の
地
域
活
性
化
の
一
助
と
し
て
生
薬
栽
培
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
ほ
か
、『
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
』

や『
地
域
環
境
の
保
全
』、『
観
光
振
興
』、『
文
化
振
興
』と

多
様
な
分
野
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、令
和
５
年
６
月
に
は
、美
郷
町
初
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
導
入
施
設「
龍
角
散　

薬
樹
の
森
健
康
公
園
」の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ・パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
日
本
航
空
㈱
と
、双
方
が
所
有
す
る
資
源
や
機
能
等

を
活
用
す
る
こ
と
で
相
互
交
流
を
深
め
、環
境
保
全
活
動

の
推
進
と
地
域
の
活
性
化
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、平

成
25
年
４
月
に
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
全
国
か
ら
同
社
の
社
員
が
来
町
し
、Ｊ
Ａ

Ｌ
＆
美
郷
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
、観
光
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
い
、新
た
な
観
光
需
要
創
出
に

取
り
組
む
ほ
か
、清
水
の
清
掃
活
動
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
、冬
季
は
高
齢
者
宅
の
除
雪
活
動

な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
を
行
い
、地
域
全
体
の
活
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、小
学
生
対
象
の「
Ｊ
Ａ
Ｌ

工
場
見
学
」や
園
児
対
象
の「
空
育  

折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
教

室
」な
ど
も
連
携
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
総
合
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
㈱
モ
ン
ベ
ル
と
、ア
ウ

ト
ド
ア
活
動
等
の
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
、災
害
対
応
力

の
強
化
を
目
的
と
し
て
、平
成
31
年
１
月
に
包
括
連
携
協
定

な
ら
び
に
防
災
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

小
川
香
料
株
式
会
社

　
老
舗
香
料
メ
ー
カ
ー
の
小
川
香
料
㈱
と
、町
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ベ
ン
ダ
ー「
美
郷
雪
華
」の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向

上
お
よ
び
町
内
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、令
和
３
年
６
月
に
事
業
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
美
郷
雪
華
を
原
料
と
す
る
香
料
の
開
発
や
商
品
づ

く
り
な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
東
京
生
薬
協
会
と
、「
生
薬
の
里 

美
郷
」構

想
を
立
ち
上
げ
、入
口（
生
産
）・
出
口（
商
品
化
）を
相
互
に
確

認
し
合
い
な
が
ら
、国
産
生
薬
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て
取
組

を
進
め
て
い
く
た
め
、平
成
25
年
２
月
に
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
現
在
、町
で
取
組
ん
で
い
る
生
薬
は
、キ
キ
ョ
ウ
、カ
ン
ゾ
ウ
、

エ
イ
ジ
ツ
、コ
ウ
ボ
ク
、セ
ン
ブ
リ
の
５
種
で
、う
ち
キ
キ
ョ
ウ
に

つ
い
て
は
、平
成
29
年
度
か
ら
㈱
龍
角
散
へ
、エ
イ
ジ
ツ
に
つ
い

て
は
、令
和
２
年
度
か
ら
㈱
山
崎
帝
國
堂
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ボ
ク
に
つ
い
て
は
、町
有
林
地
に
平
成
26
年
度
か
ら
毎
年

１
０
０
本
の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⓡ



美
郷
町
歴
史
民
俗
資
料
館

佐
藤
家
蔵
　
飛
翔
館

坂
本
東
嶽
邸

松
・
杉
並
木

と
う
　 

が
く

ひ
　 

し
ょ
う  

か
ん

「
後
三
年
合
戦
」
が
あ
っ
た
地

今
か
ら
約
九
百
三
十
年
前
の
こ
と

1718

歴史、文化 そして誇り
本
堂
城
跡

六
郷
城
趾

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
３

月
に
閉
校
し
た
旧
千
畑
南
小
学

校
の
校
舎
を
活
用
し
、
原
始
か

ら
現
代
ま
で
の
郷
土
の
歴
史
と

民
俗
等
に
関
す
る
資
料
を
展

示
・
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
地
域

を
拓
い
て
き
た
先
人
の
知
恵
や

ま
ち
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
資
料
館
で
す
。

　
大
正
時
代
に
秋
田
県
初
の
民

間
飛
行
家
と
し
て
活
躍
し
た
佐

藤
要
蔵
（
１
８
９
４
〜
１
９
２

１
、
雅
号
は
「
章
」
）
の
生
家

の
蔵
で
、
文
化
的
価
値
の
高
い

貴
重
な
建
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
美
郷
町
宿
泊
交
流
館
ワ
ク

ア
ス
の
敷
地
内
に
移
築
し
、
復

元
し
ま
し
た
。
会
議
や
懇
談
な

ど
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
衆
議
院
・
貴

族
院
議
員
を
務
め
た
政
治
家

で
あ
り
、
漢
詩
家
で
あ
っ
た

坂
本
理
一
郎
（
１
８
６
１
〜

１
９
１
７
、
雅
号
は
「
東

嶽
」
）
。
坂
本
家
よ
り
町
に

寄
贈
さ
れ
た
邸
宅
は
、
明
治

29
年
（
１
８
９
６
）
の
陸
羽

地
震
の
後
に
建
て
ら
れ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
邸

宅
は
建
築
当
時
の
四
分
の
一

の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た

が
、
収
蔵
品
か
ら
大
地
主
で

あ
っ
た
坂
本
家
の
生
活
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
東
嶽
は
文
化
人
と
し
て

も
才
能
に
あ
ふ
れ
、
中
央
の
文
人
、
墨
客
と
も
交
流
が
あ
っ

た
た
め
、
書
画
も
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
犬
養

毅
、
大
隈
重
信
ら
か
ら
の
書
簡
類
は
東
嶽
の
交
友
関
係
を
知

る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
堂
氏
は
、
天
文
年
間
（
１
５
３
２

〜
５
５
）
に
二
重
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
平

城
（
本
堂
城
）
を
築
き
、
そ
れ
ま
で
い

た
山
城
（
元
本
堂
城
）
か
ら
移
り
住
み

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の

紀
行
家
、
菅
江
真
澄
が
「
月
の
出
羽

路
」
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

内
館
は
南
向
き
で
東
西
約
１
７
０

m
、
南
北
約
１
９
０
m
、
約
３
４
，
０

０
０
㎡
の
規
模
で
あ
り
、
周
囲
に
は
土

塁
と
呼
ば
れ
る
土
盛
り
が
め
ぐ
ら
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在
も
高
さ
約
４

m
の
土
塁
の
一
部
が
北
東
側
に
原
形
を

残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
方
1.5
㎞
の

地
点
に
築
城
と
同
時
に
城
下
町
を
造
り

ま
し
た
。

　
六
郷
城
は
、
永
禄
２
年
（
１
５
５
９
）
に
六
郷
氏
が

稲
荷
岡
の
東
側
に
築
い
た
本
丸
・
二
の
丸
を
囲
む
二
重

堀
の
平
城
で
す
。
築
城
と
同
時
に
城
下
町
の
建
設
を
進

め
、
熊
野
神
社
、
秋
田
諏
訪
宮
、
永
泉
寺
、
善
応
寺
を

移
転
さ
せ
ま
し
た
。

　
天
正
19
年
（
１
５
９
１
）
、
六
郷
政
乗
は
豊
臣
秀
吉

か
ら
14
カ
村
４
，５
１
８
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
、
神

尾
町
氏
・
金
沢
氏
・
久
米
氏
な
ど
の
家
臣
も
独
立
し
た

領
主
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
六
郷
氏
は
、
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
に
現

在
の
茨
城
県
石
岡
市
に
国
替
と
な
り
ま
し
た
。

　
六
郷
城
は
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
か
ら
11
年
間
、

初
代
秋
田
藩
主
佐
竹
義
宣
の
父
義
重
が
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
義
重
の
死
後
、
廃
城
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
六
郷
の
町
部
は
、
六
郷
氏
が
造
っ
た
町
割
に
佐
竹
義

重
が
新
た
に
区
画
を
広
げ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
六
郷
氏

か
ら
始
ま
り
佐
竹
義
重
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
現

在
の
六
郷
地
区
中
心
部
の
町
並
み
は
往
時
の
面
影
を
色

濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

　
六
郷
城
趾
は
平
成
13
年
（
２
０
０
１
）
に
町
指
定
史

跡
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
正
18
年
（
１
５
９

０
）
、
本
堂
忠
親
は
豊
臣

秀
吉
か
ら
11
カ
村
８
，
９

８
３
石
余
の
領
地
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
領
地

は
、
現
在
の
本
町
北
部
と

大
仙
市
仙
北
地
区
、
太
田

地
区
の
一
部
に
あ
た
り
ま

す
。
本
堂
氏
は
、
慶
長
６

年
（
１
６
０
１
）
に
現
在

の
茨
城
県
か
す
み
が
う
ら

市
に
国
替
と
な
り
ま
し

た
。
　
本
堂
城
は
、
中
世
の
平

城
跡
と
し
て
保
存
状
態
が

良
く
貴
重
で
あ
る
こ
と
か

ら
昭
和
48
年
（
１
９
７

３
）
に
秋
田
県
指
定
史
跡

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
本
東
嶽
の
「
田
園
都
市
構
想
」
に
基
づ
き
明
治
30
年
代
に
現
在
の
千
畑
小
学
校
付
近
に
植
え

ら
れ
ま
し
た
。「
新
日
本
街
路
樹
百
景
」
や
「
美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
み
ち
５
０
０
選
」

に
選
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
「
菊
地
道
路
環
境
賞
」
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

千
屋
断
層
学
習
館
に

は
、
陸
羽
地
震
と
千
屋
断

層
に
関
す
る
研
究
成
果
や

町
が
所
有
す
る
資
料
を
展

示
し
て
お
り
、
生
涯
学
習

や
学
校
教
育
の
総
合
的
な

学
習
の
場
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
資
料
館
の
特
徴

で
あ
る
「
わ
ら
細
工
展

示
室
」
で
は
、
稲
作
が

始
ま
っ
て
以
来
、
生
活

に
欠
か
せ
な
か
っ
た

「
わ
ら
細
工
」
の
多
様

さ
や
優
れ
た
技
術
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

展
示
、
所
蔵
し
て
い
る

約
６
０
０
点
の
う
ち
、

わ
ら
細
工
３
８
４
点
、

製
作
用
具
37
点
が
「
美

郷
町
の
わ
ら
細
工
及
び

製
作
用
具
」
と
し
て
平

成
29
年
（
２
０
１
７
）

３
月
24
日
秋
田
県
指
定

有
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

奥
羽
を
支
配
し
た
清
原
氏
の
内
紛
に

端
を
発
し
た
争
い
は
、
後
に
源
氏
の
介

入
に
よ
り
後
三
年
合
戦
へ
と
発
展
し
ま

し
た
。

　
沼
柵
（
横
手
市
雄
物
川
町
）
で
清
原

清
衡
・
源
義
家
軍
に
勝
利
し
た
清
原
家

衡
は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
清
原
武
衡

と
と
も
に
、
よ
り
強
固
で
天
然
の
要
塞

と
い
わ
れ
た
金
沢
柵
（
横
手
市
金
沢
）

に
本
拠
を
移
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

合
戦
は
横
手
市
と
美
郷
町
に
ま
た
が
る

金
沢
地
区
を
主
戦
場
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
合
戦
に
勝
利
し
た
清
衡
は
姓
を
実
父

と
同
じ
藤
原
に
戻
し
、
本
拠
を
平
泉
に

移
し
ま
し
た
。
幾
多
の
戦
い
で
凄
惨
な

場
面
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
清
衡

は
悩
み
苦
し
み
、
こ

の
世
に
平
和
な
浄
土

を
築
こ
う
と
大
伽
藍

（
僧
侶
が
集
ま
り
修
行

す
る
神
聖
な
場
所
）

の
建
設
に
取
り
か
か

り
ま
す
。
当
時
の
伽

藍
の
中
で
唯
一
現
存

す
る
中
尊
寺
金
色
堂

こ
そ
、
清
衡
が
提
唱

す
る
平
和
希
求
の
象

徴
な
の
で
す
。
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1920

　
昭
和
17
年
生
ま
れ
、旧
千
屋
村

（
美
郷
町
）出
身
。

　

昭
和
48
年
に
東
京
大
学
で
法

学
博
士
の
学
位
を
取
得
。

　
東
京
大
学
法
学
部
教
授
、同
大

大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
長

兼
法
学
部
長
な
ど
を
経
て
、平
成

13
年
に
東
京
大
学
総
長
に
就
任
。

　

平
成
17
年
、紫
綬
褒
章
を
受

章
。平
成
27
年
、文
化
功
労
者
選

出
。平
成
30
年
、瑞
宝
大
綬
章
受

章
。令
和
元
年
、文
化
勲
章
受
章
。

令
和
２
年
、紺
綬
褒
章
受
章
。令

和
４
年
日
本
学
士
院
長
に
就
任
。

　
昭
和
24
年
生
ま
れ
、兵
庫
県
出

身
。

　
絵
本
作
家
。「
カ
ラ
ー
イ
ン
ク
の

魔
術
師
」と
呼
ば
れ
る
技
術
と
色

彩
感
覚
、花
と
妖
精
を
テ
ー
マ
と

し
た
夢
あ
ふ
れ
る
作
風
で
、絵
本

や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
１
７
０
冊
余
り

の
著
書
を
出
版
。画
業
50
年
近
く

経
た
今
も
第
一
線
で
筆
を
と
る
。

　

京
都
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
こ
ど
も
み
ら
い
館
館
長
。姫

路
市
美
術
館
名
誉
館
長
。成
安

造
形
大
学
名
誉
教
授
。

　

昭
和
７
年
生
ま
れ
、東
京
都
出

身
。

　

美
術
史
家
・
美
術
評
論
家
。東

京
大
学
名
誉
教
授
で
秋
田
県
立
美

術
館
顧
問
を
務
め
る
。平
成
24
年

に
は
美
術
評
論
家
と
し
て
初
の
文

化
勲
章
受
章
。ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以

降
の
西
洋
美
術
を
専
門
と
し
な
が

ら
、日
本
近
代
美
術
に
も
造
詣（
ぞ

う
け
い
）が
深
い
。

　
平
成
27
年
、日
本
芸
術
院
会
員

選
出
。令
和
２
年
日
本
芸
術
院
長

に
就
任
。

　

美
郷
大
使
と
し
て
町
の

魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
元
東
京
大
学
総

長
の
佐
々
木
毅
氏
。記
念

室
に
は
、氏
の
著
書
や
蔵

書
に
加
え
、愛
用
さ
れ
て
い

た
机
や
東
京
大
学
総
長
時

代
の
ガ
ウ
ン
、論
文
の
原

稿
、各
種
審
議
会
委
員
の

総
理
大
臣
発
令
辞
令
と
審

議
会
資
料
な
ど
、貴
重
な

品
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
各
々
の
交
友
関
係
に
お
い
て
観
光
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、町
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
協
力
や
、町
広
報
誌

等
へ
の
寄
稿
に
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　町内事業者と首都圏などの事業者との連携推進や企業経営お
よび経済活動に関する助言をいただきます。

　人生の節目が特別な思い出となるよう、美郷大使である永田萠氏がデザインを手掛けたメモリ
アル婚姻届、出生記念証、むし歯のない子表彰状、認定こども園の修了証書を用意しています。

美
郷
大
使

人生の節目に特別な思い出を

美郷町産業大使

Town Guide of MisatoTown Guide of Misato

佐
々
木 
毅
氏

氏

元
東
京
大
学
総
長

日
本
学
士
院
長

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー・絵
本
作
家

日
本
芸
術
院
長

東
京
大
学
名
誉
教
授

さ
さ
き
　
　
た
け
し

　

昭
和
31
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。慶
應
義
塾
大

学
を
卒
業
後
、昭
和
55
年
に
現
在
の
ナ
ガ
イ
レ
ー
ベ

ン
株
式
会
社
の
前
身
で
あ
る
ナ
ガ
イ
株
式
会
社
に
入

社
。昭
和
61
年
に
取
締
役
に
就
任
し
て
以
降
、常
務

取
締
役
、代
表
取
締

役
副
社
長
を
歴
任
す

る
。平
成
７
年
か
ら
ナ

ガ
イ
レ
ー
ベ
ン
株
式

会
社
の
代
表
取
締
役

社
長
を
務
め
て
い
る
。

澤
登 

一
郎
氏

代
表
取
締
役
社
長

ナ
ガ
イ
レ
ー
ベ
ン
株
式
会
社

さ
わ
の
ぼ
り
　
い
ち
ろ
う

永
田
　
萠
氏

な
が
た
　
　
　
も
え

高
階 

秀
爾

た
か
し
な
　
し
ゅ
う
じ

　

昭
和
34
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。桐
朋
学
園
大

学
を
卒
業
後
、パ
リ
に
留
学
。小
林
製
薬
株
式
会
社
、

三
菱
化
成
工
業
株
式
会
社（
現
：
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
株

式
会
社
）を
経
て
、平
成
６
年
に
株
式
会
社
龍
角
散

に
入
社
。平
成
７
年
か

ら
代
表
取
締
役
社
長

を
務
め
て
い
る
。

藤
井 

隆
太
氏

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
龍
角
散ふ

じ
い
　
　
り
ゅ
う
た

佐
々
木
毅
記
念
室



道の駅美郷

美郷町総合体育館
リリオス

美郷町宿泊交流館
ワクアス

美郷町公民館

美郷町役場

美郷町学友館

美郷町歴史民俗資料館

美郷町野球場

後三年駅

飯詰駅

13

267

266

11

12

50

2122

　平成２８年の東京日本橋東ロータリークラブ「子ども達に芸
術に触れる機会を！」プロジェクトで大小島真木氏より制作して
いただいた美郷中学校の壁画をきっかけに、令和２年までに「五
行思想」のテーマで描いた全５作品を紹介します。

　
古
代
中
国
の
自
然
哲
学
思
想
の
一つ
で
、す
べ
て
の
も
の
は
水・土・木・金・火
の
５
種
類
の
元
素
か
ら
成
り
立

ち
、互
い
に
影
響
を
与
え
合
い
な
が
ら
変
化
し
、循
環
す
る
と
い
う
考
え
方
の
こ
と
で
す
。

　1987 年東京都東久留米市生まれ。2011 年女子美術大学大
学院修士課程修了。現代美術家。
　インド、ポーランド、中国、メキシコ、フランスなどで滞在制作。
2014 年にVOCA奨励賞を受賞。2017 年、アニエスベーが支援
する Tara Ocean 財団が率いる科学探査船タラ号太平洋プロ
ジェクトに参加。ウォールアートプロジェクトのオーガナイズにより、イ
ンドの学校 4 校にて壁画を制作。東久留米市南沢氷川神社に
天井画奉納、多摩六都科学館のプラネタリウム全天 88 星座の
原画、東京大学海洋研究センターへの天井画、東京大学本郷
キャンパスへの壁画を制作するなど多方面で活動している。

美郷町教育理念

美郷の教育　三つの目指す姿

大小島 真木
豊かな人間性を育み、将来の美郷を担う人間の育成

あいさつの美郷　　走る美郷　　読書の美郷

Town Guide of MisatoTown Guide of Misato

氏
おお　  こ　　じま ま　　 き

５ 壁画つ
の

～木・火・土・金・水～
「美郷の五行」

五
行
思
想
と
は

主な出版物として

「鯨の目」（museum shop T）
「大小島真木“起源と対話”木・火・土・金・水Origin and dialogue/wood,fire,earth,metal,water」（美郷町）　など。

木
々
と
の
対
話

火
と
マ
ウ

土
の
起
源

水
の
歌

写真提供：大小島 真木

何
千
年
も
何
万
年
も
昔
か
ら
、

全
て
の
も
の
は

み
ん
な
長
い
旅
を
し
て
い
る
。

美
郷
町
公
民
館

美
郷
中
学
校

仙
南
小
学
校

六
郷
小
学
校

千
畑
小
学
校

幼保連携型　認定こども園

幼保連携型　認定こども園

平成24年４月開校
（千畑中学校、六郷中学校、仙南中学校が統合）

平成25年４月開校
（千屋小学校、千畑南小学校が統合）

平成25年４月開校
（仙南東小学校、仙南西小学校、金沢小学校が統合）

住所：美郷町六郷字作山１３－７
電話：０１８７－８４－００２３

住所：美郷町六郷字作山１３－３
電話：０１８７－８４－２０２０

住所：美郷町土崎字上野乙１－４
電話：０１８７－８５－２２１１

【美郷町立六郷わくわく園】住所：美郷町飯詰字糠渕４－１
電話：０１８７－８３－２１００

【美郷町立仙南すこやか園】

住所：美郷町土崎字上野乙３１
電話：０１８７－８５－３１１５

【美郷町立千畑なかよし園】

【美郷町立美郷中学校】

住所：美郷町飯詰字轌町２６－１
電話：０１87－８３－２２１１

【美郷町立仙南小学校】

【美郷町立千畑小学校】

平成22年４月開校
（六郷小学校、六郷東根小学校が統合）

住所：美郷町六郷字赤城１
電話：０１８７－８４－１００９

【美郷町立六郷小学校】

幼保連携型　認定こども園
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24

町　　　章 町民憲章

写真：美郷町役場

光あふれて

美郷町民歌

町の木・花・鳥・魚 （平成17年2月8日制定）

作詞　滝田常晴
作曲　津雲　優

仰ぐ奥羽の　山並みに
夢はひろがる　雲は飛ぶ
松のみどりは　枝を張り
花の香りに　包まれて
美郷は幸せ　拓くまち
ここに光は　あふれわく

歴史受け継ぐ　この大地
豊かなみのり　もたらして
渡り鳥さえ　慕い寄る
トミヨきらめき　水は澄む
美郷はよろこび　招くまち
ここに光は　あふれわく

ふれあう心　あたたかく
人と自然の　支え合い
合わせる力　たくましく
ゆくてたのしく　伸び進む
美郷は未来を　創るまち
ここに光は　あふれわく

ひらがなの「み」を抽象化し、
「希望」「飛躍」「親睦」を
表現したデザイン

町の木「赤松」 町の花「ラベンダー」 町の魚「ハリザッコ」（トミヨ属雄物型）町の鳥「雁」

町
民
憲
章

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
健
康
の
ま
ち
宣
言

一
、私
た
ち
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、健
康
な
心
と
体
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、私
た
ち
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

一
、私
た
ち
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、活
気
あ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

一
、私
た
ち
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
平
成
十
七
年
八
月
二
十
九
日　

制
定
）

（
平
成
二
十
七
年
三
月
六
日　

制
定
）

（
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日　

制
定
）

趣　

旨

　

美
郷
町
は
東
に
奥
羽
山
脈
、西
に
仙
北
平
野
が
広
が
る

肥
沃
な
土
壌
と
豊
富
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

　

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
大
切
に
し
、心
身
と
も
に

健
康
で
活
力
に
あ
ふ
れ
、先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
と
文
化
を
育
み
、未
来
に
向
け
て
さ
ら
に
豊
か
で

美
し
い
町
を
お
互
い
に
尊
重
し
支
え
合
い
な
が
ら

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

私
た
ち
は

自
然
を
愛
し

心
豊
か
に
健
や
か
に

未
来
に
ひ
ら
く
美
し
い
ま
ち
を

と
も
に
つ
く
り
ま
す

Town Guide of Misato
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　第３次総合計画におけるまちづくりの将来像は「“美郷らしさ”を誇り、語りたくなるまち」と定め、平成��年��月の新町発足からつくり上げ
てきた“美郷らしさ”をさらに高め、住民一人ひとりが住みよさをさらに実感し、住民としての誇りをもてるまちづくりを目指します。
　また、サブタイトルは「ともにつくる未来の美郷」とし、まちづくりの将来像の実現を目指し、未来を向いて適切に変化を重ねる取り組みを、
住民と行政が共有して進めます。

美郷らしさ

誇り、
語りたくなる

住民一人ひとりが〔美郷らしさ〕を実感住民一人ひとりが〔美郷らしさ〕を実感住民一人ひとりが〔美郷らしさ〕を実感

　まちづくりの将来像を実現するための基本理念として、令和３年６月に実施した「美郷のまちづくり町民アンケート」結
果を踏まえ、「快適」「豊か」「安全・安心」「活力・賑わい」の４つを掲げ、各般の施策に取り組みます。

　

美
郷
町
は
町
民
が
皆
︑健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
を
願
い
︑

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
を
育
み
︑元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
町
を
目

指
す
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
︒

心
豊
か
で
活
力
あ
る
歴
史
文
化・芸
術
文
化
の
ま
ち
宣
言

一
、 

私
た
ち
は
、歴
史
文
化
に
親
し
み
、ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
み
ま
す
。

一
、 

私
た
ち
は
、芸
術
文
化
を
感
受
し
、多
様
な
価
値
を
理
解
し
創
造
し
ま
す
。

一
、 

私
た
ち
は
、歴
史
文
化・芸
術
文
化
を
通
じ
て
、い
き
い
き
と
し
た
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、 

私
た
ち
は
、歴
史
文
化・芸
術
文
化
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

美
郷
町
は
町
民
が
皆
︑文
化
的
な
環
境
の
中
で
生
き
る
喜
び
を
見
出
す
こ
と

を
願
い
︑歴
史
文
化
・
芸
術
文
化
を
通
じ
た
心
を
耕
す
取
り
組
み
を
推
進
し
︑心

豊
か
で
活
力
あ
る
町
を
目
指
す
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
︒

　基本構想で掲げたまちづくりの将来像の実現は、まちづくりの「６つの基本目標」に基づく「行動計画」の着実な実行
が基本となります。
　その「行動計画」の重点施策のうち、まちづくりの「４つの基本理念」に基づき、特に注力して取り組む施策（第３次計画
での新規事業および第２次計画からの拡充事業を含む施策）を「みさと重点テーマ」として位置付け、実行します。

第３次美郷町総合計画

秋田県美郷町イメージキャラクター

清水の妖精。
2004年11月１日生まれ。
背中に羽があるがまだ飛べない。

【性格】

【特技】

【夢】

人前に出るのが好き。ロマンチスト。

変身（うれしいことがあると表情が変わる）

友達がたくさんほしい。空を飛びたい。

【好きな物】
ニテコサイダー、流しソーメン。

“美郷らしさ”を誇り、語りたくなるまち
ともにつくる未来の美郷

○　暮らしの「快適さ」と「安全・安心感」のあるまち
○　自然、歴史、文化、産業など特色ある地域資源のもとで、人が「賑わい」、
　　心身が「癒される」まち
○　企業、自治体、教育機関等との連携・交流で、人、物、情報が「つながり」、
　　新たな「魅力」が生まれるまち
○　芸術・文化やスポーツの振興で、「心豊か」な人が育つまち
○　将来を見据えた施策に着実に取り組み、「質が高い」行政経営をするまち

○　「住んでよかったと思える」まち 
○　「住み続けたいと思える」まち 
○　「愛郷心を持てる」まち 
○　「自慢したくなる」まち

まちづくりの「基本理念」と「みさと重点テーマ」

「基本理念」

快適さ向上 豊かさ実感

安全・安心 活力・賑わい創出

「みさと重点テーマ」

○  河川環境整備の充実 
○  水環境保全の充実 
○  脱炭素化の強化 
○  行政サービスの向上

○  防災対策の充実
○  防犯対策の充実
○  健康づくりの充実
○  高齢者・障がい者支援の強化

○  営農形態強化と生産性の向上
○  就業支援の充実
○  定住・移住支援の強化
○  体験型・滞在型観光の充実

○  出産・子育て支援の強化
○  ふるさと教育・キャリア教育の強化
○  芸術・文化活動の強化
○  生涯スポーツの充実

1 2

3 4



美郷町公民館

美郷町南体育館

JR後三年駅

JR 飯詰駅

湯とぴあ雁の里温泉

雁の里山本公園
パークゴルフ場 平安の風わたる公園

み
ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド

奥
羽
本
線

み
ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド

六郷温泉
あったか山
六郷温泉
あったか山

千畑温泉
サン・アール

美郷町ラベンダー園黄金清水

丸
子
川

星山清水
古屋敷清水

野際清水

大清水

清水川

大台野広場

新・日本街路樹百選
「松・杉並木」

せせらぎ公園

美郷町歴史民俗資料館
佐々木毅記念室

薬樹の森健康公園

坂本東嶽邸

グラウンド・ゴルフ場
パーク・マレットゴルフ場

真昼岳
（標高1059m）

（見頃：6月中旬～7月上旬）

ブランコ、スライダー
ジャングルジムなどの
遊具がたくさんあるよ！

明治の先覚者の邸宅。
母屋や庭園などを見学
できます。

美郷町には、農業を
体験できる「農家民宿」が
あります。

美郷町には、農業を
体験できる「農家民宿」が
あります。

二つの湧き水が下流でひとつに
なり、小川を形成している珍し
い清水です。ハリザッコが生息
していて、浅いので水遊びがで
きます。

美郷町のお米は、奥羽山麓に積もる雪の恵みや
栄養たっぷりの土壌で育っていることや、
寒暖の差がある自然の力を受けて、とっても
おいしいお米が穫れます。

浅瀬の川公園で、
水遊びができます。

美しい並木に圧巻です！

美郷町ラベンダー園

グラウンド・ゴルフ場
パーク・マレットゴルフ場

（見頃：6月中旬～7月上旬）

ブランコ、スライダー
ジャングルジムなどの
遊具がたくさんあるよ！

明治の先覚者の邸宅。
母屋や庭園などを見学
できます。

美しい並木に圧巻です！
払田柵跡

美郷町役場

黄金清水

野際清水

大清水
美郷町役場

本堂城跡

仏沢公園

一丈木公園

湯とぴあ雁の里温泉

後三年スキー場

道の駅美郷

二つの湧き水が下流でひとつに
なり、小川を形成している珍し
い清水です。ハリザッコが生息
していて、浅いので水遊びがで
きます。

美郷町総合体育館
「リリオス」
美郷町総合体育館
「リリオス」

美郷町宿泊交流館「ワクアス」
佐藤家蔵「飛翔館」
美郷町宿泊交流館「ワクアス」
佐藤家蔵「飛翔館」
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↑田沢湖方面（国道 46 号）↑角館方面

↓国道 107 号

↑秋田市方面

↓横手市方面

↑JR 大曲駅

↓JR 横手駅
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六郷地区の拡大MAP-P26

美郷交番
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み六郷
六郷湧水群のエリア全国名水百選に

選定されている

ニテコサイダー
美郷町の定番飲料！

さ
と

拡
大

M
A
P

ち
ょ
っ
ぴ
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タ
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ム
ス
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美郷町
商工会

サテライト六郷

美郷中学校

わくわく園

すこやか園
美
郷
町
自
転
車
競
技
場

ニテコ名水庵

手づくり工房

観光案内休憩所

湧子ちゃん

清水の館
名水市場

栗林酒造「春霞」

湧太郎

大工清水

馬洗い清水
神清水

沼清水

長栄堂清水紙漉座清水

淨海清水

機織清水

瓢清水

台蓮寺藤清水
柳清水

ニテコ清水

藤清水 諏訪清水 御台所清水

久米清水 ハタチや清水

宝門清水

米清水

笑顔清水
座頭清水

キャペコ清水
太桂寺瓢清水山田家清水

くるみ清水側清水

六郷地区にはたくさん
のお寺があります。
年に数回「お寺巡り」
を開催しております。

六郷小学校

六郷高等学校

美郷町学友館

美郷町中央公園

美郷町中央体育館
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↑美郷町役場
　角館方面

↓美郷町公民館方面

六郷温泉あったか山
みずほの里ロード→

↓美郷町公民館方面

↓JR 飯詰駅

↓横手市方面
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美郷交番

台蓮寺
円福寺 広照寺

善応寺

広円寺

本覚寺
長明寺

永泉寺
六郷城趾

熊野神社

秋田諏訪宮

琴平神社

八坂神社

秋田銀行
美郷支店

北都銀行
美郷支店

羽後信用金庫
美郷支店

カマクラ畑
「竹うち」会場

六郷白山

赤城

側清水

御伊勢堂川

わ
く
わ
く
広
場

善證寺

本善寺
照楽寺

円勝寺

楽
宝
寺

宝
林
寺

淨光寺

松本真乗寺
真光寺

高柳真乗寺

寺
町
通
り

上 町 商 店 街

市
場
通
り
商
店
街

高橋酒造「奥清水」

羽州街道
「どまん中」標柱

名水百選「ニテコ清水」
から生まれたご当地サ
イダーです。ほんのり
とした甘さと優しい炭
酸が大人気です！

飛行機で
羽田空港 秋田空港

秋田新幹線で

車で

約55分

東京駅 大曲駅約3時間25分

車で秋田自動車道経由=約50分

車で=約20分
飯詰駅・後三年駅（奥羽本線）

大曲 I.C 和合 I.C大曲西道路=約10分 国道13号経由=約10分

美
　
郷
　
町

青森

横手

八戸

新青森

盛岡秋田 大曲

新庄

山形 仙台

福島新潟

大宮

東京

北上
奥
羽
本
線

羽
越
本
線

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

上
越
新
幹
線

山形新幹線

秋田新幹線

秋田自動車道

羽田空港

秋田空港 美郷町

※終点「美郷町」とは、美郷町
　役場を目安とします。

ACCESS

名水市場 湧太郎
明治 30 年に建築された旧「國之譽」酒造
の蔵を改修した多目的施設。ショップやレス
トランなどもあります。

美郷町学友館
美郷町役場六郷出張所
図書館・展示館（特別展、企画展）
電話／0187-84-4040

電話／0187-84-0020

林に囲まれた浅瀬の川で小さなお子さんで
も安心して水遊びができます。

せせらぎ公園

花見の名所。広い芝生の上でのんびりと過
ごせます。

美郷町中央公園

美郷交番

御台所清水御台所清水

なかよし園

千畑小学校

仙南小学校

美郷町北体育館美郷町北体育館

2526

美力たっぷりな美郷町

美郷町公民館
美郷町役場仙南出張所
ホール（400席）、会議室等
電話／0187-83-2280

Town Guide of MisatoTown Guide of Misato

みりょく

藤清水藤清水

モンベル秋田美郷店

その名前のとおり、土崎地区で一番の湧水量
を誇る清水です。「ハリザッコ」をはじめ、多
様な生物が棲息しています。

大清水
星山源蔵という武士の屋敷にあった清水の
ため、この名がつけられました。

星山清水

ハタチや清水

藤清水
初夏には周囲の藤の花が咲き誇り、水面に映
える様も美しいことから、現在は「藤清水」と呼
ばれています。

ハタチや酒店敷地内にある清水。コンコンと湧
く様子が見えるので、ハタチやさんに一声かけ
てからご覧ください。

宝門清水
樹齢約300年の大欅の木の下に扇形に広がっ
ている清水です。別名で「マタコ清水」とも呼ば
れています。

久米清水
この清水の近くに久米という家があって、自家の
水屋のように使っていたことから、この名がつい
たと言われています。

大正時代の初めまで、ここの水を利用して紙が
漉かれていたことから「紙漉座清水」と呼ばれて
います。

紙漉座清水キャペコ清水
由来を語るものはありませんが、キャペは方言
で男性のホーデンを意味します。地方特有のコ
がついた愛敬のある名称であります。

水
が
お
い
し
い
︒

人
が
あ
た
た
か
い
︒

美
郷
町
の
清
水
は「
シ
ズ
」と
も
言
い

こ
の
地
で
生
活
す
る
人
々
に
と
っ
て

親
し
ま
れ
、と
て
も
た
い
せ
つ
な
財
産
で
す
。

清
水
に
は
人
が
集
ま
り
、交
流
が
あ
り

和
む
空
間
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

馬洗い清水
清水の底は小石や砂利が美しく映えて見え
ることから水の清らかさが伺える清水です。

神清水
八坂神社に詣でる前に、この清水で水垢離
（みずごり）を行って穢れを洗い落としたこ
とから「垢離清水」とも呼ばれていました。

座頭清水
「座頭」とは昔の盲人の官名ですが、清水の名
前の由来はわかっていません。街路の端に
ひっそりと存在する清水です。

機織清水
昔、このほとりにあった柳の木が倒れ、夜に
なると機を織るような音が聞こえてきたこ
とから「機織清水」と呼ばれました。


